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鉄道輸送人・キロの各国シェア

 In 100 million passenger-kilometers/year
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鉄道輸送人数の各国シェア

Annual passenger number (in 100 million persons)
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欧州の規格戦略

誰も反対出来ないキーワードの提唱

国際規格

相互運用性安全性証明

鉄道分野

全分野



独立行政法人 交通安全環境研究所

安全関連規格の体系

A 基本安全規格
・全規格類に共通の基本
概念、設計原則を規定

B グループ安全規格
・広範な機械類全般の安
全性規格

C 個別機械安全規格
・特定分野の機械に対する安全性規格

ISO 13849-1 システム安全規格
ISO 13849-2 安全関連部品規格
ISO 13851 両手操作制御装置規格
ISO 13852 安全距離規格
ISO 13856 マットセンサ規格
ISO 14118 突然の起動防止規格
ISO 14119 インタロック規格
ISO 14120 ガードシステム規格
ISO 14122 階段類の規格

IEC 60204 電気設備安全規格
IEC 13850 非常停止規格
IEC 61496 センサ一般安全規格
IEC 62046 センサ応用規格

IEC 61508 E/E/PES安全規格
IEC 60947 スイッチ類規格
IEC 61000-4 EMC規格
IEC 60076 トランス規格
IEC 60079 防爆安全規格

ISO/IEC ガイド51

ISO：機械系 IEC：電気系

鉄道の安全関連規格群
RAMS, ソフト, セーフティケース
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IEC 61508のコンセプト

□ 安全性ライフサイクルの概念

□ 安全性の離散的数値目標管理
（SIL：安全性達成水準）
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安全関連システムのライフサイクル

安全性を得る対象物や範囲を決定

対象全体の安全度の目標を決定

危険事象の要因想定と結果の予測

各部分の安全性能を決定

設計・製造・検査

施工・検査

実運用・監視

次期システムへの更新期

計画
管理

コスト評価
不具合対策

システム使用終了

システム開発開始
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SILによる安全性目標管理

□ IEC61508における各SILの危険側故障率

SIL0：10-5/h以上（安全に無関係）
SIL1：10-5/h−10-6/h （高信頼システム）
SIL2：10-6/h−10-7/h （高信頼システム）
SIL3：10-7/h−10-8/h （高信頼システム）
SIL4：10-8/h−10-9/h （高安全システム）

□ 安全関連装置(SIL4)に関する記述：
「危険側故障率：10-9/h 以下であるべき」



独立行政法人 交通安全環境研究所

鉄道の安全関連IEC規格体系

化学鉄道電力 IEC 61508(E/E/PE装置の安全性)

車 両 信号保安 電力供給

鉄道システム全体

設 備 システム

IEC 60077(設備環境)
IEC 60571(車両電子機器)
IEC 62236(EMC)
IEC 62279(保安系ソフト)
IEC 62280(通信安全性)
IEC 62427(車両と列車

検知システムの共存性)

IEC 62267(AUGT)

IEC 62290(UGTMS)

IEC 62278(RAMS)

IEC 62425(セーフティケース)
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RAMS規格の要求

□ ４つの指標(RAMS)＋経済合理性に照らして、
システムを総合的にバランス良く開発し、維持する
マネジメントシステムの構築

□ 立案から廃棄までの、ライフサイクルを通じた
品質保証体系の立証

□ RAMS性能の定量的評価基準による
鉄道事業者とメーカの責任分担の明確化
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安全性と説明責任

フォールト・アボイダンス

危険因子を作り込まない努力
の証明が必須

フォールト・トレランス

それでも見落としは生じ得ると考えて、
危険出力を阻止する努力の証明が必須

フォールト源

ソフトウェア

ハードウェア

フォールト検知主体

ソフトウェア

ハードウェア

高
信
頼
化
手
法

防衛的プログラミング
入出力照査、出力合理性

照査
危険パターンフィルタ
暴走・インループ・不正
アクセスチェック、
系間照合

高安全ハードウェア
暴走・インループ・
不正アクセスチェック、
系間照合
最終安全状態維持
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RAMS規格の特徴

□ 長所
・情報開示、説明責任への対応ドキュメント化推進

□ 問題点
・適用対象が無限定
・規格適合性説明範囲、詳細度が無限定
・安全性、信頼性分析手法が随意
・運用知識、認証機関が欧州中心に限定

・膨大なドキュメント＝コスト発生事例の続発
・技術ノウハウの流出
・モノが良くなるわけではない
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鉄道の安全性・信頼性関連規格群

○○鉄道設備の環境条件IEC 62498シリーズ

○○絶縁協調IEC 62497シリーズ

分野 規格番号

○○車両と列車検知システムの共存性IEC 62427

○○安全に関連する電子装置IEC 62425(セーフティケー
ス)

○○都市鉄道の制御システムの全体構成IEC 62290(UGTMS)シリーズ

○－安全に関連する情報通信技術IEC 62280

○－安全に関連するソフトウェアIEC 62279

○○信頼性・可用性・保守性・安全性IEC 62278(RAMS)

○－列車自動運転の安全性要件IEC 62267(AUGT)

○○電磁気的共存性IEC 62236シリーズ

－○鉄道車両内情報伝送ネットワークIEC 61375

－○鉄道車両用電子装置IEC 60571

－○鉄道車両用設備の一般条件IEC 60077シリーズ鉄道

○－電気・電子・プログラマブル電子装置の安全性IEC 61508シリーズ全産
業

SRAM内容
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鉄道技術
専門委員会

JIS原案
作成団体

（協会、工業会等）

JIS原案
作成委員会

ISO

国内
作業部会

ISO/
TC17,TC204

等

IEC/TC9

IEC/TC9
国内

委員会

国内
作業部会

（国際対応） JISC（日本工業標準調査会） （国内対応）

国際規格
調査センタ

国際規格等
調査検討会

総合
調整部会

TC9
幹事会

国内審議体制(2009-04)
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IEC規格活動の効果事例

□ IEC 62290 (UGTMS)（経済産業省重点規格）
原案修正：対象鉄道範囲の判断者を各国鉄道当局と規定

□ IEC 62267 (AUGT) （経済産業省重点規格）
原案作成：日本の自動運転技術を反映

□ IEC62236 (EMC)
原案修正：日本のEMC測定法・評価方式を追記

□ IEC 62425 (セーフティケース)
原案修正：信号用高安全リレー構造に日本方式を追記

□ IEC 62427（車両と列車検知装置の共存性)
原案修正：欧州原案数値→事例に変更し日本例追記

□ IEC 62498（環境条件）
原案修正：各種条件に日本規格値を追記
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□ IEC/TC9全体活動
・ CAG（Committee Advisory Group）会議メンバー
・ IEC/TC9年次総会日本代表団メンバー

□ IEC規格国際審議
・IEC 62498（鉄道設備の環境条件）：国際主査
・IEC 60571（鉄道車両用電子機器）：国際主査
・IEC 62267（自動運転システムの安全性）：国内主査、国際委員
・IEC 62290（都市鉄道システムの制御体系）：国内主査、副主査、国際委員
・IEC 62425（鉄道の安全関連電子システム）：国際委員
・IEC 62427（鉄道車両と信号の電磁的共存性） ：国際委員
・IEC 62597（鉄道の電磁界計測法）：国際委員

□ 日本からの新規規格提案活動（交通研参加）
・IEC 62520（リニアモータ）
・無線利用自動列車制御システム

IEC 62290国際会議2008-11-19～21（パリ）

交通安全環境研究所の活動状況
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活動事例（IEC 62498 鉄道設備の環境条件）

□ 温度範囲、標高、振動と衝撃、日射量、雹、トンネル内環境等、
数値的基準の差異
→各国数値、クラス（数値帯域）の併記で合意

□ 最高湿度の解釈
→実質的解釈は等価であることを確認

□ 試験方法を環境条件規格へ含めることの可否
→試験方法を含める日本案は、欧州規格の開発経緯から

見て、国際規格としての合意が得られる見込み無し、と
判断した。

（国際主査：交通研・田代）

国際国際WGWGにて、各国エキスパート間の合意成立にて、各国エキスパート間の合意成立

日欧の主要な差異日欧の主要な差異
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規格審議の経緯

ENEN 5012550125--1 1 車車上上

9999～～0303 0404～～0606 0707 0808 0909

ENEN 5012550125--2 2 地上電力地上電力

ENEN 5012550125--3 3 信号通信信号通信

IECIEC 6249862498--1/CDV1/CDV

IECIEC 6249862498--22/CDV/CDV

IECIEC 6249862498--33/CDV/CDV

国際国際WGWG
9/159/15～～1717

FDISFDIS

各国回覧各国回覧

IEC 62498 （鉄道設備の環境条件）

（国際主査：交通研・田代）

国内作業三部会設置国内作業三部会設置

「迅速手続き」「迅速手続き」

反対投票反対投票((日本のみ日本のみ))

IEC/TC9IEC/TC9年次総会年次総会

国際主査獲得国際主査獲得

WG44WG44設置設置

主査案策定（各部会）
日欧相違点明確化

各国
エキスパート

事前配布事前配布

FDIS
作成

合意成立合意成立

交通研、鉄道建設・運輸機構
鉄道総研、鉄道事業者、
メーカ（電機・信号）、
鉄道車輌工業会
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□ 日本の鉄道技術を国際標準に反映させることにより、
世界最高水準の、我が国鉄道の安全性と信頼性を、
市場のグローバル化と両立させつつ、維持・発展させる

□ 欧州主導となっている国際規格審議の、仕組みの適正化
と、国内対応体制の強化を推進する

まとめ 交通安全環境研究所の方針


